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１．熊本市の長期欠席児童生徒数
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２．校内の教育相談体制

生徒指導主任・主事
養護教諭
特別支援コーディネーター 等

担任・学年職員等

校長・教頭 スクールカウンセラー（ＳＣ）
（心理の専門家）
スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）
（福祉の専門家）

学校内では複数の職員が
連携している。
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フレンドリー
あいぱる大江教室

火の君教室 植木教室

森都心教室 新町教室

託麻教室

フレンドリー
オンライン

ユア・フレンド
（大学生による対話）

別教室での支援
不登校対策サポーター等

スポーツ、仲間づくり、
ものづくり、教科学習、
所外体験活動等。

オンラインによる学習
支援で、どこからでも
自分のペースで学ぶ。

熊本大学の学生と週
に１度話をしたり遊ん
だりして楽しい時間を
過ごす。

３．熊本市の長期欠席児童への支援体制



5

【スクールカウンセラー（ＳＣ）】

【スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）】

４．実績

【フレンドリーオンライン】

【フレンドリー】

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

相談延べ人数 １３，０８３ １３，１２５ １２，６９９ １１，５７１ １１，７１５

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

申請件数 ７４５ ８９８ １，１６８ １，２２８ １，３３５

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

登録人数 ７７ １４４ ２４６ ４８７ ４８３

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

登録人数 ６３ ８７ ７８ ７４ ７５

見学・通所者数
延べ人数

１，４４２ ２，８５４ ４，３３２ ３，２９４ ３，５８５
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5．成果と課題

成果 課題

ＳＣ 【教職員より】
・児童生徒にとって安心して話ができる居場所に
なった。
・専門的な立場からの助言を受けることができた。

【教職員より】
・ＳＣのコンサルテーションを受ける時間がとれ
ない。

ＳＳＷ 【教職員より】
・専門的な立場からの助言を受けることができた。

【教職員より】
・学校と保護者の間にニーズのずれがあり、支
援の介入が難しいケースもある。
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5．成果と課題

成果 課題

フレンドリー 【児童生徒より】
・コミュニケーションが苦手だったが少しはうまく
できるようになった。
・学校以外で通える場所がある。

【児童生徒より】
・わからないところがあってもなかなか聞けな
かった。
・行ってみたら楽しいけど、行きたくない気持ち
  がある。
【保護者より】
・ＳＣの日数が多いとよい。
・１日のスケジュールを周知してほしい。
・勉強の時間をもう少し増やしてほしい。

フレンドリー
オンライン

【児童生徒より】
・前向きな気持ちになれた。
・みんなとのかかわりがあって毎日楽しいし、
気持ちも楽になった。
・学校に行けなくても希望をもつことができた。
【保護者より】
・朝起きれるようになった。
・自己肯定感が上がった。

【児童生徒より】
・実際に話がしたかった。
・学習内容がほぼ自習だった。



学校になじめないこどもの支援について

今後さらなる成果をあげていくために
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